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練
習
問
題
1 

[

Ａ] 
次
の
説
明
の
〔 

 

〕
に
当
て
は
ま
る
語
を
答
え
よ
。  

１ 

独
立
し
て
働
く
、
意
味
を
持
ỵ
た
こ
と
ば
の
最
小
単
位
を
、
〔 

 
 

〕
と
い
う
。  １ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

２ 

体
言
を
含
む
文
節
を
修
飾
す
る
語
を
、
〔 

 
 

〕
語
と
い
う
。  

２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

３ 

自
立
語
で
活
用
し
単
独
で
述
語
に
な
る
語
を
、
〔 

 
 

〕
言
と
い
う
。  

３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

４ 

付
属
語
で
活
用
す
る
語
を
、
〔 

 
 

〕
と
い
う
。  

４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

５ 

付
属
語
で
活
用
し
な
い
語
を
、
〔 

 
 

〕
と
い
う
。  

５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

〕   

[

Ｂ] 

次
の
語
を
現
代
仮
名
遣
い
に
直
し
て
平
仮
名
で
書
け
。  

６ 

つ
か
は
す
(
遣
は
す
)  

６ 
〔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〕  
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７ 

せ
う
と
(
兄
人
)  

７ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
８ 
咲
か
な
む  

８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

９ 

ゆ
ゑ
(
故
)  

９ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

１０ 

あ
ふ
せ
(
逢
瀬
)  

１０ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

[

Ｃ] 

次
の
文
を
「
／
」
で
文
節
に
分
け
よ
。  

１１ 

あ
る
僧
、
人
の
も
と
へ
行
き
け
り
。
(
宇
治
拾
遺
物
語
)  

１１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

１２ 

丹 た
ん

波 ば

に
出 い

づ

雲 も

と
い
ふ
所
あ
り
。
(
徒
然
草
・
二
三
六
)  

１２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕    
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[
Ｄ] 

次
の
文
を
「
／
」
で
単
語
に
分
け
よ
。  

１３ 
ほ
の
か
に
う
ち
光
り
て
行
く
も
を
か
し
。
(
枕
草
子
・
一
)  

１３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

１４ 

屋
の
内
は
暗
き
所
な
く
光
満
ち
た
り
。
(
竹
取
物
語
)  

１４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

１５ 

雨
な
ど
降
る
も
を
か
し
。
(
枕
草
子
・
一
)  

１５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

 

解
答 

１ 

〔 

単
語 

〕 

２ 

〔 

連
体
修
飾 

〕 

３ 

〔 
用 
〕 

４ 

〔 

助
動
詞 

〕 

５ 

〔 

助
詞 

〕 

６ 

〔 

つ
か
わ
す 

〕 

７ 

〔 

し
Ỹ
う
と 

〕 

８ 

〔 

さ
か
な
ん 

〕 

９ 

〔 

ゆ
え 

〕 

１０ 

〔 

お
う
せ 
〕

１１
〔 

あ
る
僧
、
／
人
の
／
も
と
へ
／
行
き
け
り
。 

〕 

１２ 
〔 
丹
波
に
／
出
雲
と
／
い
ふ
所
／
あ
り
。 

〕 

１３ 

〔 

ほ
の
か
に
／
う
ち
光
り
／
て
／
行
く

／
も
／
を
か
し
。 

〕 

１４ 

〔 

屋
／
の
／
内
／
は
／
暗
き
／
所
／
な
く
／
光
／
満
ち
／
た
り
。 

〕 

１５ 

〔 

雨
／
な
ど
／
降
る
／
も
／
を
か
し
。 

〕 
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練
習
問
題
2 

活
用
判
定
(
易
)  

[

Ａ] 
次
の
傍
線
部
の
語
の
活
用
の
行
と
種
類
を
答
え
よ
。  

１ 

人
怖 お

ぢ
て
、
あ
へ
て
そ
の
わ
た
り
に
行
か
ず
。
(
宇
治
拾
遺
物
語
)  

１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

２ 

神
へ
参
る
こ
そ
本 ほ

意 い

な
れ
と
思
ひ
て
、
山
ま
で
は
見
ず
。
(
徒
然
草
・
五
二
)  

２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

３ 

立
ち
帰
る
音
す
。
(
蜻
蛉
日
記
)  

３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

４ 

そ
の
前
後
に
死
ぬ
る
者
多
く
、
(
方
丈
記
)  

４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

５ 

お
の
が
身
は
、
こ
の
国
の
人
に
も
あ
ら
ず
。
(
竹
取
物
語
)  

５ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕     
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[
Ｂ] 

次
の
傍
線
部
の
活
用
の
行
と
種
類
、
基
本
形
、
活
用
形
を
答
え
よ  

６ 
若
き
女
三 み

た

人 り

う
ち
群
れ
て
、
内 う

ち

様 ざ
ま

へ
行
き
け
り
。
(
今
昔
物
語
集
)  

６ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

７ 

添
ひ
て
二
三
町
ば
か
り
行
け
ど
も
、
(
宇
治
拾
遺
物
語
)  

７ 
〔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

８ 

烽 ほ
う

火 く
わ

を
上
ぐ
れ
ど
も
、
(
平
家
物
語
・
烽 ほ

う

火 く
わ

之 の

沙 さ

汰 た

)  

８ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

９ 

尻
を
ほ
う
と
蹴
た
れ
ば
、
失 う

せ
ぬ
る
な
り
。
(
宇
治
拾
遺
物
語
)  

９ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

１０ 

石
を
、
は
か
な
き
筏 い

か
だ

に
載
せ
て
率 ゐ

て
来
れ
ど
沈
ま
ず
。
(
栄
花
物
語
)  

１０ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
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〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
１１ 

打
ち
割
ら
ん
と
す
れ
ど
、
た
や
す
く
割
れ
ず
、
(
徒
然
草
・
五
三
)  

１１ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

１２ 

京
に
の
ぼ
り
、
宮 み

や

仕 づ
か

へ
を
も
せ
よ
。
(
大
和
物
語
)  

１２ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

１３ 

つ
ひ
に
は
そ
の
毒
の
故 ゆ

ゑ

に
死
ぬ
れ
ど
も
、
(
宇
治
拾
遺
物
語
)  

１３ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  

１４ 

祈
る
し
る
し
あ
り
て
、
風 か

ぜ

波 な
み

立
た
ず
。
(
土
佐
日
記
)  

１４ 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕  
 

〔 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

〕    
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解
答 

 
１ 
〔 

カ
行
四
段
活
用 

〕 

２ 

〔 

マ
行
上
一
段
活
用 

〕 

３ 

〔 

サ
行
変
格
活
用 

〕 

４ 

〔 

ナ
行
変
格
活
用 

〕 

５ 

〔 

ラ
行
変
格
活
用 

〕 

６ 

〔 

カ
行
四
段
活

用
・
行
く
・
連
用
形 

〕 

７ 

〔 

カ
行
四
段
活
用
・
行
く
・
已
然
形 

〕 

８ 

〔 

ガ
行
下
二
段
活
用
・
上
ぐ
・
已
然
形 

〕 

９ 

〔 

カ
行
下
一
段
活
用
・
蹴
る
・
連
用
形 

〕 

１０ 

〔 

カ
行
変
格
活
用
・
来
・
已
然
形 

〕 

１１ 

〔 

サ
行
変
格
活
用
・
す
・
已
然
形 

〕 

１２ 

〔 

サ
行
変
格
活
用
・
す
・
命
令
形 

〕 

１３ 

〔 

ナ
行
変
格
活
用
・
死
ぬ
・
已
然
形 

〕 

１４ 

〔 

ラ
行
変
格
活
用
・
あ
り
・
連
用
形 

〕 

１５ 

〔 

ラ
行
変
格
活
用
・
あ
り
・
已
然
形 

〕   
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練
習
問
題
3 

活
用
判
定
(
難
) 

次
の
例
文
の
動
詞
を
す
べ
て
文
法
的
に
説
明
せ
よ
。
ま
た
、
活
用
表
を
完
成
さ
せ
よ
。 

① 

八
月
十
五
日
ば
か
り
の
月
に
出
で
居
て
、
か
ぐ
や
姫
い
と
い
た
く
泣
き
給
ふ
。 

  

② 

富
士
の
峰
か
す
か
に
見
え
て
、
上
野
・
谷
中
の
梢
、
ま
た
い
つ
か
は
と
心
細
し
。 

  

③ 

老
い
て
は
子
に
従
へ
。 

  

④ 

な
ん
と
て
か
か
る
憂
き
目
を
ば
見
る
べ
き
。 

  

⑤ 

「
い
づ
ら
(
ữ
ど
こ
へ
行
ỵ
た
？
)
、
猫
は
。
こ
ち
率
て
来
。 
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⑥ 
世
に
ふ
り
ぬ
る
こ
と
を
も
、
お
の
ず
か
ら
(
ữ
中
に
は
ひ
Ỹ
ỵ
と
し
て
)
聞
き
も
ら
す
あ
た
り
(
ữ
人
)
も
あ
れ
ば
、 

  

⑦ 

白
露
の
色
は
ひ
と
つ
を
(
ữ
一
つ
な
の
に
) 

い
か
に
し
て
(
ữ
ど
う
し
て
)
秋
の
木
の
葉
を
ち
ぢ
に
染
む
ら
む 

  

⑧ 

夕
べ
に
寝
ね
て
、
朝
に
お
く
。 

  

⑨ 

「
観
音
火
杭
変
成
池
は
い
か
に
」
と
札
を
書
き
て
、
大
門
の
前
に
立
つ
。 

解
答 

① 

「
出
で
」
ダ
行
下
二
連
用
・
「
居
」
ワ
行
上
一
連
用
・
「
泣
き
」
カ
行
四
段
連
用
・
「
給
ふ
」
ハ
行
四
段
終
止 

② 

「
見
え
」
ヤ
行
下
二
・
連
用 

③ 

「
老
い
」
ヤ
行
上
二
連
用
・
「
従
へ
」
ハ
行
四
段
命
令 

④ 
 

「
か
か
る
」
ラ
変
連
体
・
「
見
る
」
マ
行
上
一
終
止 

⑤ 

「
率
」
ワ
行
上
一
連
用
・
「
来
」
カ
変
命
令 

⑥ 

「
ふ
り
」
ラ
行
上
二
連
用
(
「
古
く
な
る
」
の
意
)
・
「
聞
き
も
ら
す
」
サ
行
四
段
連
体
・
「
あ
れ
」
ラ
変
已
然 

⑦ 

「
染
む
」
マ
行
下
二
終
止 

⑧ 

「
寝
ね
」
ナ
行
下
二
連
用
・
「
お
く
」
カ
行
上
二
終
止 

⑨ 

「
書
き
」
カ
行
四
段
連
用
・
「
立
つ
」
タ
行
下
二
終
止 
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複
合
動
詞
は
、 

① 

「―

し
、
そ
し
て―

す
る
」
と
解
せ
る
時
は
、
別
々
の
二
語 

② 

「―

し
、
そ
し
て―

す
る
」
と
解
せ
な
い
と
き
は
、
一
語
の
複
合
動
詞 

③ 

本
動
詞+

補
助
動
詞
の
時
は
、
別
々 

 

飽
く 

恨
む 

足
る 

離
る 

借
る 

耐
ふ 

閉
づ 

基
本
形 

飽 恨 足 離 借 耐 閉 語
幹 

か み ら れ ら へ ぢ 

未
然
形 

き み り れ り へ ぢ 

連
用
形 

く む る る る ふ づ 

終
止
形 

く
る 

む
る る る

る る ふ
る 

づ
る 

連
体
形 

く
れ 

む
れ れ る

れ れ ふ
れ 

づ
れ 

已
然
形 

き
よ 

み
よ れ れ

よ れ へ
よ 

ぢ
よ 

命
令
形 
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